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1. 問題と目的 
	 平成 27年 3月に小学校及び中学校の学習指導要領等が改正され、これまでの「道徳の時間」
は「特別の教科	道徳」となった。この改正では、いじめ問題への対応の充実や発達の段階をよ
り一層踏まえた体系的な内容とするとともに、問題解決的な学習や体験的な学習などを取り入れ
るなどの指導方法の工夫が示された。「特別の教科	道徳」は、小学校で平成30年度、中学校で
平成31年度から全面実施になる。	
	 道徳教育の目的は、「自己の（人間としての）生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自
立した人間として、他者とともによりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」ことにある。
しかし、これまでの道徳教育は、読み物の登場人物の気持ちを読み取ることで終わっていたり、
「いじめは許されない」などを児童生徒に言わせたり書かせたりするだけの授業になりがちと言
われてきた(文科省,	2016)。答えが一つではない道徳的な課題を一人ひとりの子どもが自分自身
の問題としてとらえ向き合うといった「考え、議論する道徳」への質的な転換を図るため、各学
校において、児童生徒の実態に応じて、多様な創意工夫を生かした授業づくりが求められている
(文科省,	2017)。	
	 このような中にあって、須藤・安永(2010)の小学5年生を対象とした道徳の授業実践は、新し
い学習指導要領の趣旨を先取りしたものとして興味深い。彼らは、小学校の道徳授業で多用され
ている文章資料を中心とした授業の成果を高めるために、LTD話し合い学習法（安永・須藤,	
2014：Learning	Through	Discussion、以下 LTDと略す）を用いた授業実践を提案している。そ
こではLTD過程プランに依拠した指導を工夫して、文章資料の「予習」を徹底し、「話し合い」
を活性化することで、道徳教育の実効性を高めている。このLTD	に基づく文章資料の徹底的な
「予習」と「話し合い」により、「考え、議論する道徳」への転換が可能であることが示されて
いる。	
	 LTDは、学習教材である文章資料を深く読み解くために、表1に示したLTD過程プランにもと
づき、文章資料を一人で学ぶ「予習」と仲間との話し合いを通して学ぶ「ミーティング」の段階
からなっている。LTD過程プランは文章資料の主張を正確に読み解く収束的思考の段階（step	1-4）
と、文章資料の主張を既有知識や自己と関連づけ、豊かな理解をもたらす拡散的思考の段階
（step5-8）に大別できる。	
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	 この LTDを活用した授業を展開する
ことにより「考え、議論する」道徳の授
業が実現する。つまり、文章資料の内容
を深く理解したうえで（step1-4）、その
文章資料を手がかりに、より広い知識や
経験と関連づけながら、さらには学習者
自身の心内世界と照らし合わせながら、
求められている道徳性について深く吟
味することが可能となる(step5-8)。ま
た、道徳授業のまとめで多用される「教
師の説話」もLTDの関連づけ（step	5-6）
と理解でき、学習者は関連づけの一つと
して「教師の説話」さえも相対的に捉えることが可能となる。教師が一方向的に伝えやすい教師
の理解した道徳性を、学習者自身が主体的に吟味する力の育成につながると考える。	
	 そこで本報告では、須藤・安永（2010）により提案されたLTDに基づく「考え、議論する道徳」
授業を展開できる教師の育成を目的に開講している、教職課程科目「道徳指導法」を紹介し、授
業の展開方法を記録し、その有効性を検討する。	
	
2．教職科目「道徳指導法」の概要	
(1)	基本情報	 本報告で取り上げる科目は2015年度後期に開講した全15コマの授業である。中
学校教員免許取得希望者は必修科目であった。受講者が多かったので分割授業とし、「道徳指導
法A」「道徳指導法B」の 2クラスで開講した。受講生はいずれも2年生以上でAクラス71名（女
子28名，男子43名）、Bクラス	40名（女子13名，男子27名）であった。授業は両クラスとも
第一著者が担当した。	 	 	
(2)	使用教材	 本科目ではテキストとして『中学校学習指導要領解説	道徳編』（文科省,	2008）
を採用した。また、模擬授業で使用する副読本として、中学校2年生『かけがえのないきみだか
ら』(学研,	2015)を指定した。	
(3)	グループ編成	 男女・学部などを考慮し、できるだけ異質なグループ編成を行った。Aと B
の両クラスとも、5人グループを基本とした。その結果、Aクラスは14グループ、Bクラスは8
グループとなった。	 	 	
(4)	授業の基本構成	 全ての授業は安永(2012)が提案している対話中心授業にそって構成した。
そこでは協同学習の基本的な理論と技法に裏打ちされた「個人思考・集団思考・クラス対話」の
ながれを基本とした授業展開がおこなわれた。	
(5)	授業の到達目標	 授業の到達目標は次の2点であり、第1講で確認した。	
	 ①道徳授業の指導案を書き、授業ができる。	
	 ②自分の考えを積極的に表現できる。	
到達目標①に関しては、「考え、議論する道徳」の授業実践ができることが目標であることを強
調した。そのために本科目では、協同学習の理論と技法を意識した授業計画になっていると同時
に、協同学習の一技法であるLTDを積極的に活用することも知らせた。また、この科目に積極的
に参加することにより、到達目標②の達成も可能になることも受講者と共に確認した。	
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(6)	授業展開	 授業は数回にわたって行う中心
的な活動（学習指導要領の学習・指導案作成・模
擬授業）と、毎回行う短時間の活動（学習指導要
領と副読本を読む・授業記録紙を書く・授業通信
を読み交流する）で構成した。中心的な活動の展
開を表2に示している。授業展開の詳細について
は次項で述べる。	
	 なお、LTDに関してはまとまった時間を取って
説明することはせず、毎回の授業を通して、LTD
過程プランのstep	3から step	6を理解できるよ
うに指導した。つまり、第1講で LTD過程プラン
(表 1)を提示し、LTDを活用した授業づくりを行
うことを簡単に説明した。その上で、毎回の授業
で、step	3「主張の理解」、step	4	「話題の理解」、
step	5「知識との関連づけ」、step	6「自己との
関連づけ」に関係する活動を受講生に求めるたび
に、その活動がLTD過程のどのステップに対応し
ているかを知らせ、LTD過程プランを体験的に理解させた。	
	
3.LTD活用授業『道徳指導法』の展開方法 	
(1)第 1講「仲間づくり・15講の見通し」	
①	まず、本科目の目標と授業15講の見通しを伝えた。また、学習指導要領に示されている「道
徳の時間」の目標も示した。目標を達成するために、本科目では協同学習の理論と技法、およ
びLTDを活用することも、ここで伝えた。科目開始時に、本科目の目標とそれにいたるまでの
過程を示し、クラス全員で共有することは、協同学習で重視している「単元見通し」にあたる。
単元見通しとは、単元の学習目標だけでなく、それに至る学習ステップまでも明示することで
ある（杉江,	2004）。	
②	次に、自己紹介による仲間づくりを行った。その際、話し合いの基本スキルである「傾聴」
と「ミラーリング」について伝え、自分の言葉で説明できるようにした。議論するためには、
まずは聴くことが大切であることを体験的に理解させた。	
③	その上で、LTD過程プランを中心にLTDの概要を紹介し、本科目はLTD過程プランにもとづ
いて授業を展開すること、受講生がおこなう模擬授業もLTD過程プランを意識した構成にする
こと、LTDの詳細については授業の展開のなかで解説することを伝えた。	
④	その後、話し合いの基本原理も伝えた。特に、「メンバーは対等である」「自分の実感や体験
にもとづいて話す」「意見の対立やズレを積極的に見つけ展開する」の 3項目を強調した。本科
目の受講生は2年生以上であったので、話し合いの際、2年生は上級生に遠慮しがちになる。
この点を避けるために、メンバーは対等であることを伝えた。また、この話し合いの基本原理
は、LTDにおいても重要な原理であることを伝えた。	
⑤	授業の最後15分を使って、授業記録紙（A4判用紙1枚）に感想を書かせた。この活動は第4
講まで行った。その際、LTDの step	3から 6に対応する「主張・話題（根拠）・関連づけ」を
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意識して書くよう助言した。この感想をもとに、担当教師が「授業通信」（安永,	2012）を作成
し、次回の授業で意見交流することも伝えた。	
(2)第 2講「道徳オリエンテーション」	
①	第 2講のめあては「中学2年生の副読本をもとに、道徳の時間の意義や学び方について話し
合うことができる」と「協同学習の基本技法を身につけることができる」の2つであった。ま
ず、協同学習の定義や基本要素などの概要を伝え、協同学習の技法である「ラウンドロビン」
と「シンク=ペア=シェア」を教えた。これらの技法は、協同学習のなかでも基本的で汎用性の
高い話し合いの技法である。まず、自分たちが話し合いの技法を体験することで、模擬授業に
おいても、これらの技法を活用できるようにした。ラウンドロビンの手順に含まれている3つ
の要素、すなわち「課題明示・個人思考・集団思考」は、協同学習の基本構造であり、すべて
の技法に共通する。また、ラウンドロビンが求めている「ほぼ同じ時間を使って一人ひとり自
分の考えを述べる」という基本姿勢が「考え、議論する道徳」においては特に重要になる。	
②	次に、第１講の授業記録紙に記載された感想を基に作成した「授業通信第１号」を手がかり
として意見交換をおこなった。その際、「司会係・時計係・発表係・記録係・盛り上げ係」とい
った5つの役割を分担した。この役割分担は、すべての授業で毎回ローテーションすることを
伝えた。一人ひとりに役割を持たせることで、円滑な話し合いを展開するうえで必要となる役
割を体験的に理解させることを目的とした。なお、授業通信を手がかりとした意見交換は、第
2講から第6講まで、授業通信を発行した4回の授業の冒頭で行った。	
③	授業通信を手がかりとした意見交換を通して、グループワークのやり方が分かったところで、
副読本の中の巻頭詩『キラリ発見』を読み、道徳の意義や学び方について話し合わせた。その
後、全体での意見交流も行った。	
(3)第 3-4講「学習指導要領解説：道徳の目標と内容」		
①	第 3講のめあては「道徳教育の目標と道徳の時間の目標について説明できる」と「模擬授業
について見通しを持つことができる」の2つであった。まず、学習指導要領解説の第2章をよ
く読ませた。次に、福岡県教育委員会（2013）が発行している「道徳教育実践ハンドブック」
の図1（p.4）をもとに、「道徳教育」
と「道徳の時間」の関係およびそれ
ぞれの目標についてグループで説
明させた。図1を用いたのは、両者
の違いや目標が捉えやすいからで
ある。同様に、図1を用いて、目標
の中にある文言、道徳的実践力と道
徳性についても、捉えられるように
した。	
②	次に、模擬授業の方法に関してイ
メージが持てるように、前年度の模
擬授業の様子を写真で示しながら、
概要を知らせた。	
③	第4講のめあては学習指導要領解
説にある「道徳の内容項目を分ける、 図1.	道徳教育と道徳の時間の関係	
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4つの視点を覚えることができる（24の内容項目もできるだけ覚える）」と「現在のグループの
仲間へ感謝の気持ちを伝えることができる」の2つであった。まず、学習指導要領解説の第3
章を読ませ、グループで順番に4つの視点を言い合うことで覚えたことを確認させた。また、
24の内容項目についてもよく読み、できるだけ覚えるように指導した。模擬授業では、これら
の内容項目の中の1つを選び、深く学ばせる授業を行うので、どのような内容があるかを把握
しておく必要がある。	
④	第 5講から始まる模擬授業の準備に合わせて学習グループの再編を行うので、現在のグルー
プメンバーに感謝の言葉を伝え合わせた。手順としては、まず「学びに貢献してくれた出来事
をあげ、感謝の気持ちを伝える」、そして、「明日からの学び（活動）へ向けて励ましの言葉を
互いにかけ合う」であった。	
(4)第 5-7講「学習指導案作成」		
①	第 5講のめあては「模擬授業メンバーの名前を言えて書けるようになる」と「模擬授業で使
用する資料を決めることができる」の2つであった。まず、第1講と同じ方法で自己紹介を行
い、メンバー間の交流を図った。また、指導案作成から模擬授業に至るまで、グループで行う
ので、連絡が取りやすいよう学内メールアドレスの交換を行わせた。	
②	次に副読本の内容項目と資料名一覧を配付し、グループで資料を選ぶための話し合いをさせ
た。その際、内容項目だけで選ぶのではなく、資料の内容もよく読み、なぜその内容項目や資
料を選んだのか、それぞれが意見を述べ合って決めるように指示した。また、「道徳教育実践ハ
ンドブック」を用いて、指導案作成の主な手順を示した。	
③	第 5講から、これまでの授業記録紙に替わって「活動報告書」を提出させた。各グループに
おけるその日の記録係(第 2講参照)が活動内容や進捗状況を書いて提出するようにした。	
④	第 6講のめあては「模擬授業における役割を確認することができる」と「道徳指導案の形式
に則り本時の指導過程まで作成することができる」の2つであった。	まず、模擬授業の実施計
画をもとに各グループの役割を確認させた。役割は、模擬授業を行う「教師役」の他に、「生徒
役」「記録役」「授業準備役」「模擬授業まとめ役」があった。役割は、毎回の授業でローテーシ
ョンしていけるよう、模擬授業の実施計画表を全員に配付した。	
⑤	次に指導案の書き方を説明した。予備調査の結果、指導案を全く書いたことがない学生が8
割を占めた。そこで指導案のフォーマットをファイルで渡し、それに沿って作成できるよう、
細かな説明を加えた資料(付録 1)も準備した。作成した指導案は、全グループ、提出を義務付
けた。自分たちが模擬授業を行うまで、毎週提出することとし、教師ともやりとりをしながら
修正させた。	
⑥	第 7講から、Aクラスでは模擬授業を開始した。Aクラスは受講者数が多いため、この回から
模擬授業を始めないと、受講者全員が模擬授業を実施できないためであった。Bクラスでは、
指導案修正と模擬授業準備をおこなった。	
(5)第 8-13講「模擬授業」	
①	模擬授業は、基本的に1回の授業で2グループが行った。1グループの持ち時間は 40分で、
授業30分、ふり返り10分とした。本来50分の授業を20分で行うので、生徒役の受講生は副
読本の題材を事前に読んでくることとし、模擬授業時間内に読む時間を取らないことで時間を
短縮した。また、すべての発問に対して生徒に反応させるのではなく、発問と生徒の反応を一
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意識して書くよう助言した。この感想をもとに、担当教師が「授業通信」（安永,	2012）を作成
し、次回の授業で意見交流することも伝えた。	
(2)第 2講「道徳オリエンテーション」	
①	第 2講のめあては「中学2年生の副読本をもとに、道徳の時間の意義や学び方について話し
合うことができる」と「協同学習の基本技法を身につけることができる」の2つであった。ま
ず、協同学習の定義や基本要素などの概要を伝え、協同学習の技法である「ラウンドロビン」
と「シンク=ペア=シェア」を教えた。これらの技法は、協同学習のなかでも基本的で汎用性の
高い話し合いの技法である。まず、自分たちが話し合いの技法を体験することで、模擬授業に
おいても、これらの技法を活用できるようにした。ラウンドロビンの手順に含まれている3つ
の要素、すなわち「課題明示・個人思考・集団思考」は、協同学習の基本構造であり、すべて
の技法に共通する。また、ラウンドロビンが求めている「ほぼ同じ時間を使って一人ひとり自
分の考えを述べる」という基本姿勢が「考え、議論する道徳」においては特に重要になる。	
②	次に、第１講の授業記録紙に記載された感想を基に作成した「授業通信第１号」を手がかり
として意見交換をおこなった。その際、「司会係・時計係・発表係・記録係・盛り上げ係」とい
った5つの役割を分担した。この役割分担は、すべての授業で毎回ローテーションすることを
伝えた。一人ひとりに役割を持たせることで、円滑な話し合いを展開するうえで必要となる役
割を体験的に理解させることを目的とした。なお、授業通信を手がかりとした意見交換は、第
2講から第6講まで、授業通信を発行した4回の授業の冒頭で行った。	
③	授業通信を手がかりとした意見交換を通して、グループワークのやり方が分かったところで、
副読本の中の巻頭詩『キラリ発見』を読み、道徳の意義や学び方について話し合わせた。その
後、全体での意見交流も行った。	
(3)第 3-4講「学習指導要領解説：道徳の目標と内容」		
①	第 3講のめあては「道徳教育の目標と道徳の時間の目標について説明できる」と「模擬授業
について見通しを持つことができる」の2つであった。まず、学習指導要領解説の第2章をよ
く読ませた。次に、福岡県教育委員会（2013）が発行している「道徳教育実践ハンドブック」
の図1（p.4）をもとに、「道徳教育」
と「道徳の時間」の関係およびそれ
ぞれの目標についてグループで説
明させた。図1を用いたのは、両者
の違いや目標が捉えやすいからで
ある。同様に、図1を用いて、目標
の中にある文言、道徳的実践力と道
徳性についても、捉えられるように
した。	
②	次に、模擬授業の方法に関してイ
メージが持てるように、前年度の模
擬授業の様子を写真で示しながら、
概要を知らせた。	
③	第4講のめあては学習指導要領解
説にある「道徳の内容項目を分ける、 図1.	道徳教育と道徳の時間の関係	
63
 
6	
人芝居(1)で行う部分も取り入れ、さらなる時間の短縮を図った。この一人芝居は、教員採用試
験でも求められる力なので、そのことにも触れ、意欲をもたせた。	
②	模擬授業では、クラス全員が交代で教師役と生徒役を務めた。教師役は机間指導もおこなっ
た。また、授業内で使用する学習プリントも、指導案同様、教師役が作成した。	
③	20分の模擬授業後、教師役は指導案を全員に配付した。教師役以外は、指導案や授業をもと
にふり返りを行った。ふり返りはグループで行い、授業記録用紙に記入させた。ふり返りの観
点は、「学習指導案の内容、本時のめあての達成状況、指導方法・指導形態の工夫、発問、板書、
机間指導、生徒の学習への参加状況」の7点であった。他に、「疑問点、意見、感想」を自由に
書く欄も設けた。記録役は生徒役の後ろで授業を観察し、教師の発言と生徒の発言をできる限
り逐一記録する役を担った。記録役もふり返りを行い、観察していて気づいた点を記入させた。
授業記録用紙は、教師役に手渡し、「模擬授業通信」作成の一助とした。ふり返りをもとに、ク
ラス全体で質疑応答をおこなった。	
④	模擬授業を終えたグループは、各グループから受け取った授業記録用紙をもとに、「模擬授業
通信」を作成した。本通信には、「主題名、ねらい、成果と課題、授業後の感想（一人ずつ）、
板書の写真」の5項目を含めることにした。模擬授業通信は、授業を行った翌々週に配付した。	
(6)第 14講「道徳の教科化・模擬授業のふり返り」	
①	第 14講のめあては「担当者の感想や授業通信から模擬授業をふり返り、グループで意見を交
流することができる」「『特別の教科	道徳』改訂の経緯について知ることができる」「配付物の
点検・評価をすることで、整理の仕方を学び、資料を実際の授業で活用できる」の3点であっ
た。まず、授業担当者から成果と課題を伝えた。その後、グループで意見交流の時間をとった。	
②	次に、文科省から平成27年 7月に出された「中学校学習指導要領解説	特別の教科	道徳編」
の第1章を読ませ、改訂の経緯、改訂の基本方針、改訂の要点について、大事なところをグル
ープで確認させた。	
③	最後に、授業で配付した全ての資料の点検と評価をおこなった。教師にとって、大量の文書
を整理整頓できる能力も必要であるので、授業の初めにファイリングすることと評価をするこ
とを伝えていた。チェック表を用い、配付物が揃っているかを確認し、5点満点で自己評価さ
せた。見やすさ・使いやすさについては、グループ内で評価をさせた。同じく5点満点とした。	
(7)第 15講「授業のふり返り」	
①	第 15講のめあては、「授業全体をふり返り、自分や仲間の成長を伝え合うことができる」「自
由交流で、できるだけたくさんの人と教職に関する話をすることができる」の2つであった。
まず、授業の目標や道徳の目標などを再度確認した。	
②	次に、クラス内で自由交流を行った。教職を目指す学生同士であるが、他の科目の授業では
話す機会が少ない。そこで、できるだけ話をしたことがない人と積極的に話すように指示した。
協同学習の技法「学びの出会い」を用い、教室内を自由に歩き回り、2・3人集まって、日頃感
じている教職に関する考えや疑問などを自由に話させた。授業者がクラス全体の様子を見なが
ら合図を送り、合図とともに相手を替えながら交流を行った。	
③	交流後、元のグループに戻り、第4講で行ったように、仲間への感謝の言葉を伝え合った。
                                            
(1)	一人芝居とは、教師の発問と生徒の反応を、授業者である教師が、一人で演じることである。あたかも、
そこに生徒がいるように、生き生きと演じることが求められる。 
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最後に、授業全体の感想を書かせた。	
	 	
4. 結果と考察 
	 本報告は、教職課程科目「道徳指導法」を紹介し、授業の展開方法を記録し、その有効性を検
討することであった。本科目は、須藤・安永（2010）により提案されたLTDに基づく「考え、議
論する道徳」授業が実践できる教師の育成をめざした。また、授業の展開は協同学習による対話
中心授業（安永,	2012）を参考にし、協同学習の一技法であるLTD話し合い学習法に沿った授業
展開を体験的に理解できるように工夫した。	
	 本報告の目的のひとつであった授業の展開方法は、上記「3.LTD活用授業『道徳指導法』の展
開方法」で詳述した。ここでは、本科目で掲げた「授業の到達目標」を手がかりに、授業の有効
性について検討する。そのうえで「LTDを活用した授業」の観点から授業の展開方法について考
察する。	
(1)授業の到達目標	
	 授業の到達目標2点について、大学実施の「授業評価アンケート」、および第15講における受
講生の感想から、結果と考察を述べる。「授業評価アンケート」は16項目(5件法)を含み、第14
講において実施した。具体的な項目は、以下の記述のなかで紹介する。	
到達目標①「道徳授業の指導案を書き、授業ができる」	
	 この到達目標は達成できた。すなわち「道徳指導法A」と「道徳指導法B」の全22グループす
べてが指導案を作成し、模擬授業を行い、模擬授業通信を発行することができた。	
【授業評価アンケート】	 到達目標①に関連する項目として、授業評価アンケートに採用されて
いる項目「この科目の到達目標とする能力を身につけることができましたか」が関連する。この
項目に対する評価結果はAクラス4.13、Bクラス4.32であり、大学全体3.91に対して高い値を
示した。この結果からも到達目標①は達成できたと見なせる。	
【学生の感想】到達目標①に関する学生の感想を以下に列記する。これらの感想からも道徳の授
業を行うのに必要な知識と技能を修得できたと考えられる。	
(ｱ)模擬授業では、グループのみんなで協力して指導案をつくり、また、授業の流れ、導入、展
開はどうするかなど、みんなで深く考えることができて、良い体験だったなと思います。また、
他のグループの模擬授業でも、どんなところに重点を置いているのか、何を伝えたくてこのこ
とをしているのか、どんな方法があるのかを考えながら見ることができたのも、本当に貴重な
経験になりました。これから、将来も含めて、この授業を参考にしていきたいと思います。	
(ｲ)模擬授業というと、自分の班だけの活動のように思いがちですが、そうではなく、14班、す
べての班を通して全員が共に向上して行っているのだと感じました。この授業の中でコミュニ
ケーション面や、人の発表などにおいて、他人の意見に耳を傾けるということを、大きく感じ
ました。	
(ｳ)他の班の授業を聞くにつれ、その班の良かった工夫や改善点を授業に取り入れ、何度も事前
練習をしました。	
到達目標②「自分の考えを積極的に表現できる」	
【授業評価アンケート】到達目標②に関連した項目として「あなたはこの授業に積極的に参加し
ましたか」がある。この項目に関して、クラスの平均値はAクラスが4.34、Bクラスが4.41で
あった。大学全体4.04に対して高い値を示しており、積極的に自分の考えを表現することに必
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人芝居(1)で行う部分も取り入れ、さらなる時間の短縮を図った。この一人芝居は、教員採用試
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①	第 14講のめあては「担当者の感想や授業通信から模擬授業をふり返り、グループで意見を交
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②	次に、文科省から平成27年 7月に出された「中学校学習指導要領解説	特別の教科	道徳編」
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③	最後に、授業で配付した全ての資料の点検と評価をおこなった。教師にとって、大量の文書
を整理整頓できる能力も必要であるので、授業の初めにファイリングすることと評価をするこ
とを伝えていた。チェック表を用い、配付物が揃っているかを確認し、5点満点で自己評価さ
せた。見やすさ・使いやすさについては、グループ内で評価をさせた。同じく5点満点とした。	
(7)第 15講「授業のふり返り」	
①	第 15講のめあては、「授業全体をふり返り、自分や仲間の成長を伝え合うことができる」「自
由交流で、できるだけたくさんの人と教職に関する話をすることができる」の2つであった。
まず、授業の目標や道徳の目標などを再度確認した。	
②	次に、クラス内で自由交流を行った。教職を目指す学生同士であるが、他の科目の授業では
話す機会が少ない。そこで、できるだけ話をしたことがない人と積極的に話すように指示した。
協同学習の技法「学びの出会い」を用い、教室内を自由に歩き回り、2・3人集まって、日頃感
じている教職に関する考えや疑問などを自由に話させた。授業者がクラス全体の様子を見なが
ら合図を送り、合図とともに相手を替えながら交流を行った。	
③	交流後、元のグループに戻り、第4講で行ったように、仲間への感謝の言葉を伝え合った。
                                            
(1)	一人芝居とは、教師の発問と生徒の反応を、授業者である教師が、一人で演じることである。あたかも、
そこに生徒がいるように、生き生きと演じることが求められる。 
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要な、授業への積極的参加ができていた。	
【学生の感想】次に列記した学生の感想から判断して、到達目標②は達成できていたと推察され
る。	
(ｴ)全 15講をふり返って、まず思ったことは、第1回目より自分の言いたいことを言えるように
なったことです。昔は自分が思っても相手の顔などを見て言うのをためらったのですが、今は
会話に間ができたり、自分の意見に反した意見を聞いたりしたときは、ちゃんと自分の言いた
いことが言えます。しかも、前よりも言いたいことを上手く伝えることができるようになった
と感じています。	
(ｵ)一番大きい変化としては、人見知り解消とは言えませんが、積極的に知らない人に対して話
しかけられるようになったことです。今までは、知り合いでしか話していなかったのに、授業
を通して同じ『教師になる』という目標を持っている仲間同士だったので、積極的に話しまし
た。	
(ｶ)同じ授業を受けているメンバーと、この時間、場所で出逢い、本当に多くのことを学ぶこと
ができました。グループのメンバーも、日に日に成長していき、初めは無口だったメンバーも
笑顔が絶えないようになり、よく緊張するメンバーも模擬授業では堂々と授業をして、そのメ
ンバーの成長と共に、自分自身も成長できたと思います。	
(2)LTDを活用した授業	
	 本報告で紹介した科目「道徳指導法」では、協同学習の理論と技法をふまえ、LTDの主要ステ
ップであるstep	3	–	step	6の「主張・根拠・関連づけ」を意識させながら、自分の考えを言っ
たり書いたりできるよう工夫した授業展開を試みた。特に、授業の中で学んだことを既有知識や
自分の経験と関連づけ、これからの自分の生活に活かせるようにすることに力を入れた。このこ
とについても、第15講で書いた学生の感想から主なものを次に紹介し、授業効果を検討する。	
(ｷ)全 15講の授業を振り返って、道徳の授業に大切さを強く感じました。そして、道徳の教科と
いうのが、教師が「教師は人を育てる仕事だから」と言われる一番の要因であると感じました。
年齢も低くて経験も未熟な生徒の心理的基盤になるのが道徳だと思います。	
(ｸ)今まで感じていなかった道徳教育の重要性を理解できたと思います。道徳教育がしっかりさ
れていれば、クラス内や学校内でのいじめが起こることなく、生徒にとって楽しい学校生活と
なり、勉学にも良い影響が出るのではないかと感じた。	
(ｹ)今回、模擬授業をして、また受けて思ったことは、道徳は子どもたちのためだけではなく、
成長してから見てもまた新たに感じ取れるものがあるのだなあということです。子どもの頃は
見えなかったものが、今になって見てみると様々な意味を持っているのだということに気づく
ことができました。	
(ｺ)道徳の意図するものが何なのかを考えられるようになったのは、グループでの活動があった
からだと思います。自分一人で進めていく活動なら、自分と異なる意見にぶつかることもなく、
スムーズに進みます。でもグループとなると、自分の主張ははっきりしないと周りには気づい
てもらえないし、他の意見とのぶつかりでどうやってどちらの意見を尊重すべきかなど本音で
ぶつかって話ができたから協調性が育った気がします。	
(ｻ)「道徳」という科目も、生徒の心から日常の生活まで、幅広く関連しているんだということ
を、自分なりに感じ、考えさせられました。これからも経験を通して考え、自分で考えた答え
を実践していければと思います。	
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学びが、自分たちの専門教科や、様々な教育活動の中でも活かされていくことを願っている。	
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